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勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
小

学
校
の
時
か
ら
続
け
て
い

る
野
球
と
の
両
立
を
目
指

し
て
近
大
高
専
を
選
び
ま

し
た
。
特
別
進
学
コ
ー
ス

で
の
学
習
量
や
進
度
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

勉
強
と
部
活
動
を
ど
ち
ら

も
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と

を
意
識
で
き
て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
宇
宙

の
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま

　
数
学
が
好
き
で
、
専
門

的
な
勉
強
が
で
き
る
地
元

の
近
大
高
専
を
目
指
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛

ん
な
学
校
な
の
で
、
ど
ち

ら
も
し
っ
か
り
両
立
し
て

い
く
の
は
大
変
で
す
が
、

小
学
校
か
ら
続
け
て
い
る

サ
ッ
カ
ー
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
勉
強
で
は
大
学
進
学
を

目
指
し
て
、
よ
り
多
く
の

進
路
の
選
択
肢
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
い
ろ
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
で
は
高
校
選
手

権
に
出
場
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
練
習
に
取
り
組
み

続
け
ま
す
。（
名
張
市
立

名
張
中
学
校
出
身
）

択
肢
と
し
て
、
研
究
に
携

る
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
野
球
部
で

の
目
標
は
、
甲
子
園
に
出

場
し
て
勝
つ
こ
と
で
す
。

（
名
張
市
立
赤
目
中
学
校

出
身
）

　
建
築
士
に
な
る
と
い
う

夢
の
た
め
、
中
学
の
時
か

ら
高
専
へ
の
進
学
を
希
望

し
て
い
ま
し
た
。
近
大
高

専
に
決
め
た
の
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
時
。
丁

寧
に
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
り
、
編
入
試
験
の
不
安
　
進
路
選
択
の
際
に
友
人

か
ら
近
大
高
専
の
存
在
を

　
昨
年
度
状
況
、
つ
ま
り

平
成
27
年
4
月
入
社
・
進

学
の
決
定
状
況
は
、
景
気

回
復
の
後
押
し
も
あ
り
堅

調
に
推
移
し
ま
し
た
。
就

職
・
進
学
希
望
者
の
お
よ

そ
70
％
が
就
職
に
、
30
％

が
進
学
と
な
り
ま
し
た
。

　
求
人
倍
率
も
19
倍
、
求

人
を
頂
い
た
会
社
数
も

5
0
0
社
以
上
を
記
録
し

ま
し
た
。
名
張
伊
賀
上
野

地
域
に
就
職
し
た
学
生
は

お
よ
そ
10
人
程
度
で
、
就

職
者
の
15
％
に
相
当
し
て

え
る
と
、
名
張
移
転
で
近

畿
大
学
高
専
に
と
っ
て
大

き
な
飛
躍
の
機
会
を
得
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
場
勤
務
希
望
が
増

　
就
職
先
に
つ
い
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
交
通
・
イ

ン
フ
ラ
設
備
・
保
守
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
関
連
の
会
社
に

就
職
す
る
学
生
が
多
い
傾

向
で
し
た
が
、
名
張
移
転

後
は
工
場
勤
務
を
希
望
す

る
学
生
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　
本
校
3
、
4
年
の
女
子

学
生
5
人
が
、
女
子
の
目

線
で
学
校
を
紹
介
す
る
小

冊
子
「
T
h
i
s 

i
s 

t
h
e 

K
U
T
C
」
を

こ
の
ほ
ど
製
作
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
受
験
を
考

え
る
中
学
生
に
向
け
た
本

校
の
P
R
に
一
役
買
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
4
年
の

藤
田
紗
季
さ
ん
、
杉
本
安

輝
さ
ん
、
藤
川
詩
織
さ
ん

3
年
の
梶
原
瑠
奈
さ
ん
、

を
進
め
て
い
く
他
、
地
域

貢
献
を
目
的
と
し
た
「
近

大
高
専
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を

設
立
し
、
学
生
と
地
域
が

協
働
す
る
社
会
参
画
の
仕

組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

同
研
究
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
促
進
。
ま
た
、

「
特
色
あ
る
教
育
サ
ー
ビ

ス
で
」
地
域
を
志
向
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

し
、
優
秀
な
人
材
を
県
内

に
就
職
さ
せ
る
取
り
組
み

　
三
重
県
は
こ
の
ほ
ど
、

県
内
の
高
等
教
育
機
関
が

行
う
学
生
確
保
、
学
生
の

県
内
就
職
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
事
業
支
援

を
行
う
「
高
等
教
育
機
関

魅
力
向
上
支
援
補
助
金
」

を
創
設
し
、
本
校
と
三
重

大
学
、
高
田
短
期
大
学
の

3
校
が
事
業
採
択
を
受
け

ま
し
た
。

　
本
校
で
は
「
学
生
と
取

り
組
む
魅
力
向
上
・
発
信

事
業
」
と
題
し
、
県
や
名

張
市
と
の
協
働
で
、
地
域

の
産
業
・
社
会
・
文
化
ス

ポ
ー
ツ
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
・
確
保
を
目
的

に
、
学
生
の
確
保
と
学
生

の
県
内
定
住
者
増
を
目
指

し
ま
す
。

　
主
な
事
業
計
画
と
し

て
、
学
校
の
魅
力
発
信
と

広
報
力
を
強
化
す
る
た

め
、
中
学
生
向
け
「
次
世

代
科
学
者
育
成
講
座
」
の

開
講
、〝
理
系
女
子
〟
の

生
活
を
発
信
す
る
「
リ

ケ
ジ
ョ
冊
子
」
の
制
作
、

S
N
S
と
I
T
を
活
用
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
他
に
も
、「
近
大
高
専

も
の
づ
く
り
工
房
」
を
開

設
し
、
地
元
企
業
と
の
共

い
ま
す
。
名
張
伊
賀
上
野

地
域
は
工
場
も
多
く
、
近

畿
大
学
高
専
が
こ
の
地
に

移
転
し
て
5
年
目
で
、
そ

の
間
も
地
元
就
職
者
は
15

％
程
度
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
名
張
に
移
転
す
る
以

前
で
は
、
地
元
企
業
が
極

め
て
少
な
い
土
地
柄
で
し

た
か
ら
、
5
年
間
近
畿
大

学
高
専
で
学
ん
で
地
元
に

貢
献
出
来
る
機
会
が
無

く
、多
く
の
学
生
が
関
西・

中
部
・
関
東
方
面
に
就
職

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
考

　
進
学
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
も
進
学
希
望
者
全
員

が
進
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
校
の
専
攻
科

に
進
学
し
た
学
生
を
始
め

と
し
て
、国
立
大
学
に
は
、

高
専
本
科
卒
業
生
の
大
学

と
し
て
設
立
さ
れ
た
豊
橋

技
術
科
学
大
学
と
長
岡
技

術
科
学
大
学
や
、
金
沢
大

学
、
岐
阜
大
学
、
和
歌
山

大
学
、
佐
賀
大
学
に
編
入

学
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
近
畿
大
学
へ
は
、
建
築

学
部
と
生
物
理
工
学
部
に

進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、

立
命
館
大
学
に
も
編
入
学

で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
、
平
成
28
年
4

月
入
社
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
8
月
1
日
以
降
に
選

考
会
開
始
と
な
り
、
昨
年

の
4
月
開
始
よ
り
4
か
月

後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
コ
ー
ス
担
任
と
コ

ー
ス
長
の
指
導
の
下
に
、

学
生
は
選
考
会
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
求

人
を
頂
い
て
い
る
会
社
数

は
お
よ
そ
5
0
0
社
近
く

で
、
昨
年
度
よ
り
増
え
る

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
学

生
数
が
増
加
し
た
影
響
も

あ
り
、
現
在
求
人
倍
率
は

お
よ
そ
12
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
昨

年
度
程
度
に
な
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
本
年
度
進
学
に

つ
い
て
は
、6
月
末
現
在
、

国
立
大
学
の
編
入
学
推
薦

入
学
試
験
が
ほ
ぼ
終
了
し

て
お
り
、
昨
年
度
と
同
様

に
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
、
岐

　
▽
10
月
17
日
（
土
）　

「
が
ん
ば
る
こ
と
の
意
義
」

千
葉
す
ず
さ
ん
（
元
競
泳

日
本
代
表
、ア
ト
ラ
ン
タ
・

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選
手

権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
日
本

選
手
権
3
冠
）

　
▽
11
月
7
日
（
土
）「
剣

道
と
私
の
人
生
」（
仮
題
）

石
田
健
一
さ
ん
（
剣
道
師

範
八
段
、
大
阪
府
警
剣
道

名
誉
師
範
、
大
阪
歯
科
大

学
剣
道
師
範
、
大
阪
市
立

修
道
館
講
師
）

　
開
始
は
両
日
と
も
午
後

1
時
半
。
参
加
無
料
。
市

民
公
開
講
座
の
参
加
申
し

込
み
は
本
校
事
務
部
へ
。

み
に
刺
激
を
受
け
、
何
か

や
っ
て
み
た
い
と
、
担
当

す
る
本
田
康
子
准
教
授
と

と
も
に
話
し
合
っ
て
き
た

5
人
は
昨
年
、
初
め
て
の

冊
子
を
編
集
。
そ
の
内
容

を
基
に
、「
高
専
女
子
の

日
常
を
そ
の
ま
ま
表
し
、

中
学
生
の
自
分
た
ち
が
見

た
ら
興
味
を
持
て
る
よ
う

に
」
と
、
文
字
フ
ォ
ン
ト

や
色
使
い
を
工
夫
し
、
写

真
を
数
多
く
使
っ
て
仕
上

げ
ま
し
た
。

　
A
5
版
14
ペ
ー
ジ
の
冊

子
で
は
、
学
校
の
基
礎
情

報
や
学
年
ご
と
の
授
業
内

容
、学
内
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

制
服
、
学
食
や
校
内
施
設

の
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
「
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の

人
と
関
わ
り
、
度
胸
や
礼

儀
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

す
。
将
来
は
宇
宙
工
学
に

関
わ
る
進
路
も
一
つ
の
選

も
解
消
し
て
く
れ
た
先
生

方
が
と
て
も
頼
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
女
子
学
生
は
少
な
い
で

す
が
、
女
子
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
れ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。
学
生

会
活
動
で
は
、
今
年
初
め

て
開
催
し
た
「
K
U
T
C 

N
o
・
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」

な
ど
、
目
新
し
い
企
画
も

採
り
入
れ
、
学
校
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
都
市
環
境
コ
ー
ス
、
大

阪
・
都
島
工
高
出
身
）

知
り
、
就
職
の
幅
を
広
げ

た
い
と
、
工
業
高
校
の
機

械
科
か
ら
編
入
し
ま
し

た
。
昔
か
ら
車
や
電
車
、

飛
行
機
な
ど
、
乗
り
物
の

エ
ン
ジ
ン
・
動
力
に
興
味

が
あ
り
、
将
来
は
機
械
系

の
整
備
・
生
産
に
携
わ
る

　
4
月
8
日
、
平
成
27
年
度
の

入
学
式
が
あ
り
、
本
科
・
専

攻
科
の
入
学
生
と
編
入
生
計

2
0
0
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決

意
を
胸
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
式
の
冒
頭
、村
田
校
長
は「
や

ら
さ
れ
る
こ
と
は
苦
し
い
が
、

進
ん
で
や
る
こ
と
は
楽
し
い
。

将
来
や
り
た
い
こ
と
を
思
い
描

き
な
が
ら
、
在
学
中
に
技
術
力

や
学
力
、
体
力
を
養
っ
て
ほ
し

い
。
近
大
高
専
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
を
皆
さ
ん
が
作
り
上
げ
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
新
入
生

た
ち
に
式
辞
を
送
り
ま
し
た
。

　
本
科
新
入
生
代
表
の
山
中
慧

君
＝
写
真
＝
は
「
真
に
『
人
の

役
に
立
つ
』
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
考
え
、
専
門
技
術
を
身

に
つ
け
て
力
を
発
揮
し
、
日
本

を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

3
月
14
日
に
卒
業
証
書
・

修
了
証
書
授
与
式
を
挙
行
し
、

専
攻
科
・
3
年
修
了
生
含
む

1
1
4
人
が
新
た
な
決
意
を
胸

に
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ス
の
代
表
者
に
証
書

を
手
渡
し
た
村
田
校
長
は
「
情

報
技
術
を
適
正
に
使
い
こ
な

し
、
語
学
力
を
身
に
つ
け
、
世

界
が
求
め
る
新
し
い
製
品
・
技

術
を
生
み
出
し
、
子
や
孫
の
世

代
に
よ
り
繁
栄
し
た
日
本
を
残

し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
」
と
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
代
表
の
徳
本
望
未
さ

ん
は
「
将
来
へ
の
希
望
が
持
て

な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
技
術

者
の
努
力
で
明
る
い
未
来
を
築

い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
変
化
に
も
対
応
し
、
本

校
で
得
た
技
術
や
知
識
を
生
か

し
、
明
る
い
未
来
を
作
っ
て
い

く
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

市
民
公
開
講
座

「技術身につけ
日本を豊かに」

「技術者の努力で
明るい未来築く」

4/8　入学式

3/14　卒業式

本校の最新情報は
ホームページ

http://www.ktc.ac.jp/
をご覧ください

「
女
子
の
目
線
で
」

紹
介
冊
子
が
完
成

近畿大学高専

阜
大
学
、
三
重
大
学
、
和

歌
山
大
学
に
合
格
し
て
い

ま
す
。
7
月
か
ら
は
専
攻

科
入
学
試
験
や
国
立
大
学

編
入
学
一
般
試
験
が
始
ま

り
ま
す
。

高
専
新
聞

近
畿
大
学

発　行
近畿大学工業高等専門学校

三重県名張市春日丘7番町１
電話　0595（41）0111
URL　http://www.ktc.ac.jp/

またソフトテニス部・陸上競技部（円盤投）・空
手部・柔道部も、全国高校総体に出場いたしまし
た。
　さらに特筆すべきことは、学生会や女子学生の
活動が活発になり、学生の自主性が高まってきて
いることです。
　昨年度末の「学生会新聞」創刊を皮切りに、球
技大会と体育祭を合体させたスポーツイベント

「KUTC No.1 グランプリ」を新たに企画、6 月
23・24 日の 2 日間にわたって開催いたしました。
ソフトボール、ドッジボール、フットサル、リレ
ーなどの運動系競技と、エアホッケーや太鼓ゲー
ムといった誰でも楽しめるゲーム競技から各自一
つずつ選択して参加し、クラス・クラブ対抗で競
い合い、例年以上に盛り上がりました。
　女子学生は、高専女子の魅力を発信する「高専
女子プロジェクト」を立ち上げ、女子学生の目線
で本校を紹介する冊子「This is the KUTC」を
制作したり、中学校の先生向けに自分たちの活動
を紹介するなど、今本校で一番輝いています。こ
うした活動は、他の国公立高専でも広がり、中学
生やその保護者を対象として、高専女子の学生生
活や企業での仕事を紹介する「高専女子フォーラ
ム in 関西」を近畿地区の国公立高専や企業と連
携して開催しています。また、定期的に「高専女
子交流会」を開催して情報交換を行っています。
本校の女子学生は全学生のわずか 5％ですが、と
てもアグレッシヴです。
　さて、高専は、即戦力となる中堅技術者の育成
を目的に、昭和 37 年頃、全国に設立されましたが、
時代と共にその役割も変化しています。本年 5 月、
文科省に「高等専門学校の充実に関する調査研究
協力者会議」が設置され、①高専の在り方と充実
のための方策②地域・産業界との連携③国際化へ
の対応などが議論されています。一方で、教育再
生実行会議の提言を受けて、「実践的な職業教育
を行う新たな高等教育機関の制度化」が中央教育
審議会で審議されるなど、日本の高等教育・職業
教育体系における高専の位置付けや高専教育が担
うべき人材育成の在り方を見直す時期に来ている
と感じております。
　本校では、技術者教育の高度化、グローバル化
に対応したカリキュラムや教育サービスをいち早
く取り入れ、教育環境を益々充実させて参ります。
　今後とも、ご支援ご協力よろしくお願いいたし
ます。（平成 27 年 7 月 10 日）

　爽秋の候、皆様にはますます
御健勝のこととお慶び申し上げ
ます。
　さて、まずは嬉しい報告をさ
せていただきます。7 月 4・5
日に行われた日本ジュニア選手
権混成大会（十種競技）で川畑
夏唯君（機械システムコース 4
年）が全国優勝を果たしました。

第2回：12/5

第4回：11/7　  8

土

土

祝日

日

第3回：10/11　 12

校長　村田圭治

学生の自主性向上
クラブ・ボランティア・学生会活動

オープンキャンパス

学校説明会

「高専名張祭を楽しもう」

７日「授業・部活を体験しよう」
８日「個別相談会」

平
成
28
年
度
入
試
に
向
け
て
の

四日市：じばさん三重　　 15 ～ 17時
　津　：三重県教育文化会館　 10 ～ 12時
伊　賀：ハイトピア伊賀　 10 ～ 12時
橿　原：橿原文化会館　　 10 ～ 12時
奈　良：奈良商工会議所　14時半～ 16時半
香　芝：香芝ふたかみ文化ホール　15 ～ 17時
大　阪：近畿大学会館　　 15 ～ 17時
和歌山：和歌山県 JA ビル（7月）　10 ～ 12時
　　　　和歌山ビッグ愛（12月）　10 ～ 12時

要事前申込

申込不要
※香芝会場は12月の開催は未定。伊賀・橿原・
　奈良・香芝会場は奈良高専との合同開催

堅
調
な
地
元
就
職
者

移
転
で
学
校
も
飛
躍

今
春
の
就
職
・
進
学
状
況

　
近
大
高
専
に
今
春
入
学
・
編
入
学
し
た
学
生
た
ち
に
、
学
校
の
特

徴
や
入
学
し
て
み
て
の
印
象
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
職
業
や
進
路
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

1
年
　
山
川
太
嗣1

年
　
山
中
　
慧

4年　岩本由香
頼りになる先生

就職の幅広がる

１年生・編入生
にインタビュー

4年　立花明子

仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
は
寮
生
活
も

始
ま
り
ま
し
た
。
先
輩
後

輩
の
垣
根
が
あ
ま
り
無

く
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
近

大
高
専
の
雰
囲
気
が
好
き

で
す
。
ま
た
、
10
月
に
あ

る
学
校
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
高
専
名
張
祭
」
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
頑
張
り
た

い
で
す
。（
機
械
シ
ス
テ

ム
コ
ー
ス
、
和
歌
山
・
紀

北
工
高
出
身
）

近大高専はどんな学校？
目指す進路は？

野
球
と
勉
強
を
両
立

選
択
肢
見
つ
け
た
い

　
初
日
最
初
の
種
目
と
な

っ
た
1
0
0
㍍
で
自
己
ベ

ス
ト
を
約
コ
ン
マ
2
秒
更

新
し
て
流
れ
に
乗
り
、
砲

丸
投
で
も
2
位
に
2
㍍
以

上
の
差
を
つ
け
ま
し
た
。

初
日
の
5
種
目
を
終
え
た

段
階
で
13
人
中
4
位
に
つ

け
、
得
意
と
す
る
投
て
き

2
種
目
が
あ
る
2
日
目
の

巻
き
返
し
を
誓
い
ま
し

た
。

　
2
日
目
は
1
1
0
㍍
ハ

ー
ド
ル
、
円
盤
投
、
棒
高

跳
、
や
り
投
と
、
4
種
目

続
け
て
1
位
に
。
特
に
や

り
投
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を

8
メ
ー
ト
ル
以
上
更
新
す

る
68
㍍
81
と
記
録
を
伸

ば
し
ま
し
た
。
最
後
の

　
7
月
4
、
5
日
に
長
野
市
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
「
第
31
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
（
混
成
競
技
）」
で
、
十
種
競
技
に
出
場
し
た
本
校
陸
上
競
技
部
の
川
畑
夏
唯
君
（
機
械
シ
ス
テ

ム
コ
ー
ス
4
年
）
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
合
計
得
点
7
1
7
9
点
は
、
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
記
録

（
7
1
9
5
点
）
に
肉
薄
す
る
好
成
績
で
し
た
。

1
5
0
0
㍍
を
残
し
た
段

階
で
、
2
位
と
の
得
点
差

は
6
0
0
点
以
上
。
自
己

ベ
ス
ト
（
4
分
48
秒
台
）

加
え
て
練
習
に
励
ん
で
き

た
川
畑
君
。
し
か
し
、
昨

年
末
に
右
足
の
じ
ん
帯
を

痛
め
て
夏
前
ま
で
本
格
的

な
練
習
が
出
来
ず
、「
6

月
の
西
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

（
4
位
）
く
ら
い
ま
で
は

全
力
を
出
す
の
が
怖
か
っ

た
」
そ
う
で
す
。

　
大
会
を
終
え
た
川
畑
君

　
8
月
末
か
ら
九
州
地
方

各
地
で
開
か
れ
た
「
第
50

回
全
国
高
等
専
門
学
校
体

育
大
会
」
で
、
本
校
は
野

球
（
高
専
野
球
部
）、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス（
男
子
団
体
、

ダ
ブ
ル
ス
）、
柔
道
（
男

子
個
人
）
が
優
勝
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。【

高
専
野
球
部
】

優
勝

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

男
子
団
体　
優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
勝　
加
藤
駿
介
・
吉

田
雄
城
ペ
ア
（
3
年
）

　
2
位　
横
谷
陸
・
岡
本

輝
ペ
ア
（
3
年
）

【
陸
上
競
技
部
】

　
総
合　
2
位

　
1
1
0
m
ハ
ー
ド
ル　

　
2
位
（
大
会
新
記
録
）

　
　
　
川
畑
夏
唯（
4
年
）

【
柔
道
部
】

優
勝　
男
子
90
㌔
級

　
　
戌
亥
佑
介
（
3
年
）

準
優
勝　
男
子
団
体　
　

　
男
子
60
㌔
級

　
　
　
葛
平
大
祐（
5
年
）

　
同
73
㌔
級

　
　
　
　
原
凌
太（
4
年
）

　
同
90
㌔
級

　
　
　
　
南
和
貴（
5
年
）

を
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
記
録
更
新

も
見
え
て
い
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
昨
夏
の
高
校
総
体
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
は
八
種

競
技
で
2
位
と
な
り
、
以

降
は
棒
高
跳
と
円
盤
投
を

は
「
こ
れ
か
ら
先
、
シ
ニ

ア
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
っ

た
時
、
試
合
で
自
分
の
実

力
を
出
せ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
。
ま

ず
は
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の

標
準
記
録（
6
9
2
0
点
）

を
超
え
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
、
次
な
る
目
標
を
見
据

え
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
28
日
か
ら
近
畿

各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
2
0
1
5
君
が
創
る
近

畿
総
体
」（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
に
、
本
校
4
つ
の
ク

ラ
ブ
か
ら
5
人
が
出
場
し

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

横
谷
陸・岡
本
輝
（
3
年
）

2
回
戦　
4‐2　
篠
田・

矢
野
（
福
岡
・
東
福
岡
）

3
回
戦　
2‐4　
堀
口・

山
口
（
京
都
・
立
命
館
）

【
陸
上
競
技
】

古
橋
慎
ノ
介
（
3
年
）

円
盤
投　
42
㍍
69
（
予
選

1
組
9
位
＝
予
選
敗
退
）

【
柔
道
】

瀬
古
真
一
朗
（
2
年
）

男
子
66 

kg
級　

2
回
戦　
合
わ
せ
技　
山

本
（
埼
玉
・
児
玉
）

【
空
手
道
】

野
呂
明
弘
（
3
年
）

男
子
個
人
組
手

1
回
戦　
0
‐
1　
肩
野

（
岐
阜
・
県
岐
阜
商
）

高校総体
出場成績

【
全
国
高
専
大
会
】

野
球
・
柔
道
・
S
テ
ニ
ス
が
優
勝

好
記
録
で
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
優
勝
！

陸
上
・
十
種
競
技
　

4
年
の
川
畑
夏
唯
君

10/10　11　12
今年のテーマ

@kutc_gakuseikai高専名張祭の詳細は
学生会 twitter で！

「青春奪回 !!」

土 日 祝

県
の
補
助
事
業
が
採
択

学
校
の
魅
力
向
上
＆
発
信
へ

河
村
英
里
香
さ
ん
。
5
人

は
本
校
「
高
専
女
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、昨
年
1
月
以
降
、

学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
学
校
紹
介
や
女
子

学
生
相
談
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

み
、「
高
専
女
子
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
関
西
」（
近
畿
地

区
7
高
専
が
主
催
）
に
も

参
加
し
ま
し
た
。

　
他
校
の
活
発
な
取
り
組

す
5
人
。
藤
田
さ

ん
は
「
学
校
の
こ

と
や
私
た
ち
の
取

り
組
み
を
、
中
学

生
を
始
め
、
い
ろ

ん
な
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
冊
子
は

今
後
も
内
容
を
充

実
さ
せ
、
よ
り
女

子
学
生
た
ち
の
日

常
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
改
訂
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
従
来
の
体
育
祭
と
球
技

大
会
を
合
体
さ
せ
、
運
動

競
技
だ
け
で
な
く
文
科
系

の
競
技
も
盛
り
込
み
、
全

学
生
・
教
職
員
が
参
加
す

る
「
K
U
T
C　
N
o
・

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
6
月

23
日
か
ら
3
日
間
開
催
。

随
所
で
白
熱
し
た
勝
負
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

No.1グランプリ
初開催！

SPECIAL LIVE!!
10/12  14:00 ～
＠屋外特設ステージ

観覧無料

10/10〈前夜祭〉
　・地域団体発表
　・打ち上げ花火　他
10/11
　・STUDENT LIVE
　・仮装コンテスト　他
10/11・12
　・学生による模擬店
　・クイズ＆スタンプラリー
　・わんぱく王国　 他




